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特別支援教育の生涯学習化に向けて 

 

北海道函館高等支援学校長 立 田 俊 治 

 

 新型コロナウィルス感染症の流行による長期の臨時休校が終了し、６月 1 日より学校が再開しまし

た。本来であれば、７月 24 日に東京オリンピックの開幕、８月 25 日には東京パラリンピックの開幕

と、日本から世界に大きな感動が発信されるはずでしたが、残念ながら延期となりました。一方、文化

面でもコンサートが中止になったり、文化施設がいまだ入場制限をしたりしているところもあります。

それまでは、当たり前のようにスポーツや文化を身近にふれることができた生活が、新型コロナウィル

ス感染症の影響で制限されることにより、生活の潤いと豊かさが奪われたような気がします。 

 さて、本年度の本校では、部活動を開始するために準備を進めています。２月末から５月末までの断

続的な臨時休業により準備は大幅に遅れてしまいましたが、6 月の生徒総会、７・８月の体験入部を経

て入部希望調査をし、遅ればせながら 10 月からまずは週 1 回の活動を開始できる目途が立ちました。

体験入部には約 60％の生徒が参加を希望し、部活動へのニーズがあることがわかりました。２年生（１

期生）のある男子生徒は、中学生のときに卓球部に所属していましたが、新春の新聞地域欄で受けた取

材では「卓球部を立ち上げて、校内で一番いい部にしたい！」と決意表明をしていましたので、夢の第

一歩が始まることになります。 

 また、函館市民ミュージカル実行委員会様からは、２月にミュージカル参加希望者募集のお誘いが学

校へ来ていたところです。残念なことに、新型コロナウィルス感染症に伴い公演中止となりましたが、

実現をしていれば市民の方々と文化的活動を共にする有意義な機会となったでしょう。もし、参加希望

生徒がいましたら、私も一緒に初舞台を踏んでもよいかなと思っておりました。これにつきましては、

次年度以降に期待をしたいと思います。 

 生徒たちの現在の生活の中心は学業であり、学校を卒業してからの生活の中心は働くことです。しか

しながら、その中心の生活に潤いや豊かさをもつために、スポーツ・文化活動などにふれることはとて

も大切なことです。そのためには、生徒たちが生涯を通じて教育、文化、スポーツなどの様々な機会を

楽しめるように、在学中から「生涯学びたい」という気持ちになることが必要です。 

 最後になりますが、８月 15 日（土）に「第３回オーシャンドリームティーボール大会」（主催：函館

太洋倶楽部選手会／会場：函館オーシャンスタジアム）が開催され、10 名の生徒が出場します。御家族

の皆様を始めとしまして、生徒たちの生涯学習を促すためにサポートの程をよろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

普通科の生徒 11名（１年生６名、２年生５名）は、３密を合言葉にコロナ禍の今を明るく元気に

乗り越えようとしています。今回の学校だよりでは、各学年のこれまでの学習の様子を御紹介いた

します。２年生については、生徒自身が今の心境を綴ってくれました。 

【１学年】 

「コロナと共存高校生活」「乱闘続きの学校生活」「高校生になって」 

「SURPASS MYSELF（サーパスマイセルフ「自分を超えろ」）。これらは、 

「国語」の学習で取り組んだ作文の題名です。入学してからの学校生活 

を振り返ったり、今後の抱負を書き入れたりしながら、「現在」の自分 

と向き合い、また、「未来」の自分を想像しながら、文章で表現するこ 

とに「格闘」しました。 

 また、「職業」の時間は、「地域清掃（ゴミ拾い）」のほか、「もの作り」 

として「紙バンドコースター」製作に取り組んでいます。今後は「ミニ 

かご」作りを予定しています。 

【２年生】 

 感動の入学式から１年が経ち、私たち普通科 1期生は無事に 2年生に進 

級することができました。ところが、何日もしないうちに『新型コロナウ 

イルス感染症』による臨時休校となり、外出自粛によって、１ヵ月以上も 

不便な思いをしました。44日ぶりの登校日には、みんなの顔を見ることが 

でき、とても嬉しかったことを覚えています。 

行事も中止や変更が多く、落ち着かない面もありますが、職業では、奉 

仕活動として近隣のゴミ拾いや公園清掃を行いました。見学旅行も延期と 

なり、実施できるか不安もありますが、行くことができたら、高校生活の 

メインイベントのひとつである見学旅行を全員で楽しみたいと思います。 

 

 

今年度は、新型コロナウィルス感染症対策の一環として、３密（密閉、密集、密接）を避けるため実

習室での作業学習が難しいものとなっています。その中で、２年生は挨拶や返事、時間を守っての行動、

作業中の身だしなみや態度など１年生の手本となっています。食品デザイン科といえば作業学習の時間

は、ずっと継続して立ち仕事です。体力面や精神面で大変なこともありますが頑張って作業に取り組ん

でいます。その姿を１年生にもしっかりと見せることができていて頼りになる存在となっています。 

また、本校オリジナルのパン、ピザ、パスタ、お菓子などをいつでも販売できるように技術に磨きを

かけています。 

１年生は、野菜の切り方の練習や製パンの計量、分割、成形など基礎・基本をしっかりと学習してい

ます。パン生地に触り始めてまだ回数は少ないですが、回数を重ねるたびに上達しています。また、お

客様にパンや料理を提供する接客を通して、働くための基礎となるコミュニケーションを身につける学

習も行っています。 

 １・２年共に本校と函館稜北高校の職員に作業学習で作ったパンを販売することができています。買

っていただいた方に「おいしかったよ」と言っていただくと、またその声が聞きたくて作業に取り組む

ことができています。 

 

 

 

普通科 

食品デザイン科 

今号では、各学科の授業や作業学習での様子を御紹介します。 



 

 

 

 

生産技術科は２年生８名、１年生８名の 16 名でコーヒー豆加工や木材加工、皮革加工などの多様な

素材を主材料とするものづくりに取り組んでいる学科です。４月に各学年でオリエンテーションや１年

生の作業体験は実施できましたが、その後は臨時休業となったため、実質的に６月からの作業スタート

となりました。 

 ２年生は、前年度の経験を生かし、木材加工では、糸のこ盤などの工作機械 

を駆使して、カフェに掲げる看板製作を行っています。今まで取り扱ってきた 

杉の年輪ブロックを使用して製作しています。コーヒー豆加工では、進路説明 

会後の販売会で、保護者向けにブレンドコーヒーやコーヒー豆を販売するため 

の製品作りに取り組みました。皮革加工では、感染症予防の視点も取り入れ、 

基本的な工程を経験できる革製のマスクホルダー製作に取り組みました。 

 １年生は、長い時間、継続して「働く」ことに慣れるために、木材加工では 

コースターなどの研磨、コーヒー豆加工では生豆や焙煎豆の選別などの作業に 

繰り返し取り組んできました。これらの学習の中で、作業のマナーやルール、 

挨拶、姿勢などについても学びました。コーヒー豆加工では、焙煎豆を電動ミ 

ルで粉にして、決められた分量で袋詰めすることもできるようになってきまし 

た（一部は販売会で販売しました）。木材加工では、これから様々な場面で使 

用するネームプレートを年輪ブロックで製作し、自分の名前をレーザー加工機 

で印字しました。 

 今後は、学校祭での販売会やカフェのオープン（時期は未定）に向けた学習 

にも取り組んでいく予定です。生産技術科のこれからのものづくりにぜひ、御 

期待ください。 

 

 

 

福祉デザイン科は、今年度いろいろな体験を通して卒業後働く力をつけようと、高齢者介護の学習を

はじめ、家事援助の清掃活動や、アイロンかけ、ミシンを使ってコースターの製作、カフェの営業のた

めの接客練習、今年度新しい試みとして、２年生は高齢者施設「グランドサン亀田」で草取りや窓清掃

などの校外作業学習を行っています。 

 ４月に１年生４名が仲間入りし、２年生は１年生に昨年覚えた技術を教えようと、張り切って学習に

臨みました。１年生は覚えも早く、今では１，２年生合同でグループに分かれていろいろな場所の清掃

活動等を行っています。 

 福祉の学習では、バリアフリーとユニバーサルデザインについて学びました。実際に車椅子に乗って

学校の周りや校内のトイレなどをめぐり、誰にでも優しい校舎になっているかを調査しました。改めて

「こんな所が使いづらかった」など感じることができました。 

これからも「相手の立場に立って考える」をモットーに誰かの役に立てる人になることを目指して学

習を重ねていきます。 

 

 

 

 

 

 

 
グランドサン亀田 1，2 年生清掃 

生産技術科 

福祉デザイン科 



 

 

行 事 紹 介 

 

 

令和２年度北海道函館高等支援学校第２回入学式 ４/10(金) 

 

 

 

 

 

 

対面式 ４/16(木) 

 

 

 

制服セミナー ６/５(水) 

 

 

 

生徒会役員選挙 ６/10(水) 

 

 

生徒会役員任命式 ６/15(月) 

 

函館稜北高校との合同避難訓練 

６/18(木) 

 

 

 

ハローワーク講話(１学年) 

７/８(水) 

 

生徒総会 ７/10(金) 

 

認知症サポーター養成講座 

(福祉デザイン科 1 学年) ７/16(木) 

 

 

保護者進路説明会 ７/22(水) 

 



 

 

令和２年８月～12月の予定 
 

 

 

８月                 ９月 

 

３(月) 家庭訪問① 

４(火) 家庭訪問② 

６(木) 家庭訪問③ 

７(金) 家庭訪問④ 

10(月) 山の日 

12(水)～14(金) 学校閉庁日 

15(土) ティーボール大会 

19(水) 夏季休業後集会 

20(木)～21(金) 2 年 1 日特設実習 

24(月) 学校祭特別日課開始 

26(水) 歯科検診 

27(木) PTA 研修(見学会) 

28(金) 2 年ハローワーク講話 

                                                       

 

10 月                  11 月 

 

 

12 月 

 

～３(木) ２年見学旅行 

４(金) 臨時休業日(２年) 

18(金) 授業参観・保護者進路説明会 

21(月)～25(金) 進路懇談(1・2 年) 

25(金) 冬季休業前集会 

29(火)～31(木) 学校閉庁日 

 

１(火) 北海道シェイクアウト 

12(土) 学校祭 

14(月) 振替休業 

21(月) 敬老の日 

22(火) 秋分の日 

25(金) オープンスクール① 

28(月) オープンスクール② 

29(火) オープンスクール③ 

30(水) 前期終業式  

１(木)～5(月) 学期間休業日・三者懇談 

６(火) 後期始業式 

15(木) 1 年就業体験①(普通科) 

21(水)～30(金) 1 年現場実習(職業科) 

22(木) 1 年就業体験②(普通科) 

29(木) 1 年就業体験③(普通科) 

３(火) 文化の日 

４(水)～６(金) 2 年就業体験①(普通科) 

４(水)～17(火) 2 年現場実習(職業科) 

10(火)～12(木) 2 年就業体験②(普通科) 

12(木) 避難訓練(1 年) 

23(月) 勤労感謝の日 

30(月)～ 2 年見学旅行 


